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平
成
三
年
度
財
政
公
表

お
確
か
め
く
だ
さ
い

市
の
家
計
簿

　

平成三年度の会計決算状況が、まとまりまし

た。一般会計では、歳出が前年に比べて三・ハ

％、歳入で三・三％減少しました。収支の差し

引きでは、四億六千七百四十二万円の黒字とな

っています。みなさんの目で、市の財政事情を

お確かめください。

磁娼餉蜘

一函会計

歳
出

　

歳
出
の
総
額
は
、
約
百
三
十
億

円
で
、
総
務
費
が
二
十
六
億
二
千

七
百
九
十
二
万
円
で
最
も
多
く
、

次
い
で
民
生
費
の
十
八
億
八
千
六

十
九
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
の

は
、
庁
舎
改
修
事
業
や
駐
輪
場
建

設
、
春
日
南
部
集
会
所
建
設
、
除

籍
検
索
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

性
質
別
決
算
で
は
、
普
通
建
設

費
が
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
を
建
設
し

た
昨
年
よ
り
二
五
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
下
が
り
ま
し
た
。

　

主
な
普
通
建
設
費
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

●
亀
山
公
園
整
備
事
業
…
…
…
…

　
　
　
　

1
億
3
、
5
0
0
万
円

●
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
周
辺
整
備
事

　

業
：
i
億
7
、
6
6
2
万
円

●
越
前
お
お
の
歴
史
の
路
整
備

　

事
業
…
…
6
、
0
2
6
万
円

●
真
名
川
憩
い
の
島
整
備
事
業

　

：
：
：
：
：
：
β
o
、
7
r
a
4
万
円

●
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
県
工
事

　

負
担
金
…
9
、
5
5
9
万
円

●
武
家
屋
敷
（
内
山
家
）
保
存

　

整
備
事
業
7
、
3
8
5
万
円

●
陽
明
中
学
校
校
舎
増
築
事
業

　

：
：
：
：
：
：
＾
r
＞

’

C
D
o
＾
y
D
万
円

●
尚
徳
中
学
校
大
規
模
改
造
事

　

業
：
：
：
…
L
O

’

t
＾
O
C
M
万
円

●
市
庁
舎
改
修
事
業
…
…
…
…

　

…
…
…
…
6
、
5
4
4
万
円

●
自
転
車
専
用
駐
車
場
建
設
事

　

業
…
…
…
2
、
8
7
6
万
円

●
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
…

　

：
：
：
1
億
Q
1
C
T
＞
5
£
＞
C
O
万
円

●
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
大
野
整

　

備
事
業
・
：
3
、
6
3
9
万
円

●
ハ
イ
マ
ー
ト
9
1
一
モ
デ
ル
事
業

　

補
助
…
…
2
、
0
0
0
万
円

●
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
回
復
訓

　

練
室
増
築
事
業
2
、
1
6
2
万
円

●
春
日
南
部
集
会
所
建
設
事
業

　

：
：
：
：
：
：
I
、
＾
¨
M
″
り
a
（
x
）
万
円

歳出合計

130億15万円

性
質
別
決
算
額

公共事業など市民一人当たりに要した経費308．983円

総務費

62，460円

民生費

44，699円

土木費

42，628円

教育費

41，919円

農林水産業費

32，943円

公債費

24，135円

衛生費

22．670円

商工費

17．353円

消防費

9．983円

その他

・労働費

・議会費

・災害

　

復旧費

10，192円



闘
―

　

平
成
二
年
度
は
、
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
建
設
に
伴
う
市
債
の
増
加
で

自
主
財
源
比
率
（
市
固
有
の
財
源

が
占
め
る
割
合
）
が
三
七
・
七
％

と
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
三
年
度

は
市
債
の
発
行
が
大
幅
に
減
少
し

た
た
め
、
四
一
・
七
％
に
回
復
し

て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
六
・

二
％
の
増
と
な
り
、
な
か
で
も
市

民
税
は
、
八
％
台
と
好
調
な
伸
び

を
示
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
引
き
続
き
経
費
節
減
に

努
め
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
り

な
が
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

め
ざ
し
ま
す
。

歳入合計｀

134億6，758
、万円ノ

自
主
財
源
市
税
、
財
産
収
入
、

　

諸
収
人
な
ど
、
市
が
自
分
で
確

　

保
で
き
る
財
源

依
存
財
源
地
方
交
付
税
、
国
・

　

県
支
出
金
な
ど
市
以
外
に
依
存

　

す
る
財
源

企
臼
会
計
水
道
事
業

資本的収支

歳人2，877万円

歳出3，762万円

差引△885万円

収益的収支

歳入11、405万円

歳出11，356万円

＊
資
本
的
収
支
の
不
足
額
は
、
予

　

算
の
定
め
に
よ
り
留
保
資
金
で

　

補
て
ん
し
ま
す
。

市民一人当たりの市税負担額84．986円

市民税

41，646円

固定資産税

34，649円

軽自動車税

1，266円

たばこ税

4。230円

都市計画税

3，160円

特
別
土
地
保
有
税

人
湯
税

35円

弱圖会計駒回国
国民健康保険事業

歳人22億9工j28万円

歳出21億1，638万円

差引1億7，490万円

老人保健事業

歳入26億448万円

歳出26億448万円

差引0

簡易水道事業

歳入5，455万円

歳出4，418万円

差引1，037万円

南部第二土地区画整理

歳入5，072万円

歳出5，025万円

差引47万円

農業集落排水事業

歳入4億1，315万円

歳出4億1，312万円

差引3万円

9回国口
建物 147，621平方に

土地 13，754，851平方に

宅地 563，537平方に

山林 12，950．887平方に

その他 240，427平方に

有価証券 66万円

出資金 12，694万円

基金 539，393万円

白動車 76台



成暴。。

市民生活を守ろう

　

「民暴」とは、民事介入暴力の略称で、暴力団が一般市民

　

の日常生活や経済取引に、民事上の権利者、関係者の形

　

をとって介入し、不当に金品を要求する行為をいいます。

　

今年の三月から施行された暴力団対策法とは、いったい

どんな法律なのかを取り上げてみました。

暴
力
団
対
策
法
が
で
き
た
背
景

　

全
国
の
暴
力
団
紺
織
は
、
平
成

二
年
末
現
在
で
約
三
工
二
百
川
体

あ
り
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
三

ト
八
年
か
ら
み
る
と
、
ほ
ぼ
牛
分

に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
逆
に
勢

力
拡
大
の
た
め
の
対
立
抗
争
が
激

化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
組
織

に
な
る
に
従
っ
て
、
悪
質
な
犯
罪

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
示
談
や
お
金
の
貸

し
併
り
な
ど
の
民
事
事
件
は
、
対

等
な
当
事
者
間
に
よ
る
交
渉
が
人

原
則
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
警
察
は
民
事
事
件
に
は
み
だ

り
に
介
人
し
な
い
と
い
う
「
民
事

不
介
人
の
原
則
」
の
え
場
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
暴
力
団
は
こ
れ
を

　

「
隠
れ
み
の
L
に
し
て
、
わ
た
し

た
ち
一
般
市
民
の
‐
常
生
活
や
経

済
取
引
き
に
割
り
込
ん
で
き
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
そ
の
于
目
も

巧
妙
に
な
り
、
恐
喝
や
脅
迫
な
ど

の
、
犯
罪
に
な
ら
な
い
一
歩
于
前

で
脅
し
を
か
け
「
資
金
稼
ぎ
」
を

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
刑

事
事
件
に
な
ら
な
か
っ
た
不
正
行

為
に
対
じ
、
行
政
的
に
取
締
り
を

行
い
、
暴
力
団
に
よ
る
被
害
を
未

然
に
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

指
定
暴
力
団
の
暴
力
に

　
　
　

法
律
で
規
制
の
網
を

　

公
安
委
貝
会
は
、
法
律
の
対
象

と
し
て
取
り
締
ま
れ
る
暴
力
団
を

指
定
し
ま
す
、
指
定
暴
力
団
‥
只
が

暴
力
的
要
求
行
為
を
行
っ
た
場
八
‥

は
中
止
を
命
じ
、
従
わ
な
い
場
介

は
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

指
定
は
、
市
民
に
大
き
な
被
害

を
与
え
て
い
る
暴
力
団
か
ら
屯
点

的
に
行
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
指
定

か
ら
は
ず
れ
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
法

律
を
多
角
的
に
活
用
し
て
徹
底
し

た
取
り
締
ま
り
と
排
除
活
動
は
行

わ
れ
ま
す
、

暴
カ
団
事
務
所
の

　
　
　

使
用
制
限

　

暴
力
団
同
志
の
抗
争
は
、
年
々

そ
の
内
容
が
凶
暴
化
の
途
を
た

ど
り
、
た
び
た
び
一
般
巾
民
を
呑

き
添
え
に
し
て
い
ま
す
。

　

新
法
で
は
、
指
定
暴
力
団
事
務

所
が
対
立
抗
争
に
使
わ
れ
、
付
置

住
民
の
生
活
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ

る
場
八
‥
、
一
定
期
間
、
肢
務
所
の

使
川
を
禁
削
し
ま
す

禁
止
さ
れ
る

　

暴
カ
的
要
求
行
為

　

指
定
暴
力
団
の
構
成
H
が
、
所

属
す
る
暴
力
団
の
威
力
を
示
し
て

お
金
な
ど
を
要
求
す
る
行
為
を
暴

力
的
要
求
行
為
と
い
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
行
為
は
禁
止
さ
れ
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
八
‥
は
、

中
止
命
令
が
出
さ
れ
ま
す
。

　

指
定
秘
力
団
の
構
成
只
に
、
暴

力
的
要
求
行
為
を
依
頼
す
る
こ
と

も
禁
止
が
れ
ま
す

　

暴
力
的
要
求
行
為
と
は
、
次
の

よ
う
な
行
為
を
さ
し
ま
す
、

▼
口
止
め
料
な
ど
の
金
品
を
要
求

　

す
る
行
為

▼
寄
付
金
や
賛
助
金
な
ど
を
要
求

　

す
る
行
為

▼
下
請
け
工
事
な
ど
を
要
求
す
る

　

行
為

▼
縄
張
り
内
の
営
業
者
に
対
し
て

　
　

「
あ
い
さ
つ
料
」
や
「
用
心
棒
代
」

　

を
要
求
す
る
行
為

▼
利
息
制
限
法
に
違
反
す
る
高
金

　

利
の
債
権
を
取
り
立
て
る
行
為

▼
借
金
の
免
除
や
借
金
返
済
の
猶

　

予
を
要
求
す
る
行
為

▼
不
当
な
貸
付
け
を
要
求
す
る
行

　

為
▼
不
当
な
地
上
げ
を
す
る
行
為

▼
交
通
事
故
の
示
談
に
介
入
し
、

　

金
品
な
ど
を
要
求
す
る
行
為

▼
商
品
の
欠
陥
な
ど
を
ネ
タ
に
損

　

害
賠
償
な
ど
を
要
求
す
る
行
為



少
年
と
暴
力
団
と
の

「
か
か
お
り
」
を
断
つ

　

今
回
の
暴
力
団
対
策
法
の
も
う

一
つ
の
ね
ら
い
は
、
「
少
年
に
対
す

る
指
定
暴
力
団
へ
の
加
入
の
強
要

等
の
禁
止
」
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
暴
力
団
員
の
ほ

と
ん
ど
が
、
少
年
の
時
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

二
十
歳
ま
で
に
暴
力
団
組
織
な
ど

へ
加
入
す
る
ヶ
I
ス
は
、
全
体
の

約
三
二
％
を
占
め
、
二
十
四
歳
ま

で
だ
と
約
七
2
％
に
も
及
ん
で
い

ま
す
。

　

新
法
で
は
、
指
定
暴
力
団
の
構

成
員
が
、
少
年
に
暴
力
団
へ
の
加

入
を
強
要
し
た
り
、
勧
誘
し
た
り

す
る
こ
と
を
、
ま
た
暴
力
団
か
ら

の
脱
退
を
妨
害
す
る
こ
と
を
禁
じ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
的
供
給

を
絶
つ
こ
と
で
、
暴
力
団
の
根
絶

を
図
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

子
供
の
行
動
や
交
友
関
係

　
　

日
ご
ろ
か
ら
注
意
を

　

も
し
、
自
分
の
子
供
が
暴
力
団

と
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
ら
、
警
察
の
少
年
相
談
窓
口
か

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
は
、
法

律
に
触
れ
な
い
か
ぎ
り
ど
う
に
も

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
暴
力
団

対
策
法
で
は
、
警
察
で
必
要
な
措

置
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

非
行
に
走
る
少
年
た
ち
は
、
暴

力
団
に
と
っ
て
格
好
の
標
的
と
な

り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
子
供
の

行
動
や
交
友
関
係
に
関
心
を
も
ち

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

対
処
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

第2回 回力回包県路次会

日時8月28日吻午後1時30分～

　　　　　　　　　　　　　　

3時30分

会場フェニックスプラザ（福井市）

　

暴力団追放福井県民会議は、今年の

4月1日に設立され、「暴力のない安全

で住みよい福井県」の実現に向けて積

極的に活動しています。

　

暴力団関係のことでお困りの方は、

暴力団追放福井県民会議

福井市大手2丁目17－1山川ビル3階

0776一28－1700

フリーダイヤル

0120－214一893

・ヽ・‘－．・・．－．工 I ． 野 ト ・ 、 ジ ェ エ l 工 ： ！ ． ］ ： 工 ・ ・ 1 工 工 ； ： 工 工 工 I 工 工 工 ・ ． ． 工 工 ； 工 工工工；工寸 r ・ 工 i 工 工 工 ・ ： ・
は ト … … …こ．．．・．． 1 日 ・ ： ’ t － ≒

死亡事故多発

6月だけで4人が犠牲に

　

大
野
市
内
で
、
六
月
中
に
発
生

し
た
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は

四
人
と
な
り
、
最
悪
の
事
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の
死

亡
者
数
は
一
人
で
し
た
が
、
今
年

は
す
で
に
、
半
年
で
五
人
の
犠
牲

者
が
で
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
分
析

　

県
内
の
交
通
事
故
死
亡
者
も
、

過
去
ト
九
年
間
で
最
悪
の
事
態
を

迎
え
て
い
ま
す
。
県
警
察
本
部
と

各
自
治
体
で
は
、
街
頭
指
導
や
取

り
締
ま
り
の
強
化
に
努
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
県
内
の

死
亡
事
故
を
分
析
し
て
み
ま
し
た
。

一
若
者
や
女
性
に
よ
る
事
故
が
全

体
の
約
五
五
％
を
占
め
て
い
ま
文

特
に
、
免
許
取
得
後
三
年
未
満
の

若
年
者
や
女
性
運
転
者

に
よ
る
事
故
死
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。

■
無
謀
運
転
に
よ
る
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

著
し
い
ス
ピ
ー
ド
違
反

や
無
理
な
追
い
越
し
、

飲
酒
運
転
な
ど
の
無
謀

運
転
は
、
ほ
と
ん
ど
が

死
亡
事
故
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

I
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
な
い
た
め
に

死
亡
事
故
と
な
っ
た
例

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
自
動
車
を
運
転
中

同
乗
中
の
事
故
死
者
は

二
十
八
人
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

二
十
四
人
（
八
五
・
七
％
）
は
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
着
用
し
て
い
れ
ば
、
十

二
人
の
命
が
助
か
っ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

★
市
内
の
人
身
事
故
多
発

ワ
ー
ス
ト
５

　

大
野
市
内
で
、
平
成
元
年
か
ら

今
年
の
五
月
ま
で
に
発
生
し
た
。

人
身
事
故
の
多
発
地
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。
意
外
に
も
見
通
し
が

よ
い
交
差
点
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

①
勝
木
書
店
前
（
こ
ぶ
し
通
り
）

②
育
苗
セ
ン
タ
ー
前
（
富
田
）

③
天
神
交
差
点
（
こ
ぶ
し
通
り
）

④
明
治
交
差
点
「
国
道
一
」
一
号
）

⑤
ど
ん
ご
ろ
す
前
交
差
点

平成4年交通事故発生状況 （）内は昨年

月 1 2 3 4 5 6 計 年間計

人身事故
10

（9）
9
㈲

13

（10）
5
㈲
　19工

（5）

11

（8）

67

（54）

　？

（130）

死者 1
㈱

0

（O）

0

（O）

0

（O）

0

（O）

4

（O）

5

（0）

？
市

傷者
11

（10）

14

（15）

20
㈲

7

（15）

25

（6）

18
㈲

95

（68）

　？

（176）

物損事故
36

（33）

36

（32）

19

（18）

27

（25）

29

（27）

16

（25）

163

（160）

　？

（298）



求
め
て
い
ま
す

あ
な
た
の
意
欲
と
熱
意

市
職
員
・
消
防
職
員
募
集
要
項

　

大
野
市
と
大
野
地
区
消
防
本
部

で
は
、
来
年
四
月
採
川
予
定
の
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

市
職
員

採
用
予
定
人
員
一
般
職
＝
事
務

　

3
人
、
技
術
2
人
（
土
木
・
薬

　

学
）
業
務
職
＝
用
務
貝
1
人

　

清
掃
員
3
人

受
験
資
格
一
般
職
＝
昭
和
4
3
年

　

4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
0
年
4
月

　

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

業
務
職
＝
昭
和
3
9
年
4
月
2
‐

　

か
ら
昭
和
5
0
年
4
月
1
‐
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程
一
次
試
験
（
教
養
試

　

験
・
適
正
検
査
・
作
文
試
験
）

　

＝
9
月
2
0
日
⑥
午
前
9
時
か
ら

　

大
野
高
校
二
次
試
験
（
口
述

　

試
験
・
身
体
・
体
力
検
査
）
＝

　

1
0
月
下
旬

受
付
期
間
8
月
1
0
口
⑥
か
ら
8

　

月
1
9
日
④
ま
で
（
郵
送
は
1
9
‐

　

の
消
印
ま
で
有
効
）

申
込
方
法
市
役
所
総
務
課
人
事

　

係
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に

　

写
真
を
張
っ
て
提
出
。
郵
便
で

　

申
込
用
紙
を
請
求
す
る
場
合
は

　

封
筒
の
表
に
「
○
○
職
試
験
中

　

込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

　

あ
て
先
を
明
記
し
て
6
2
円
切
手

　

を
張
っ
た
返
信
川
封
筒
を
同
封

　

の
上
、
〒
9
1
2
福
井
県
大
野
市
天

神
町
一
－
一
大
野
市
役
所
総
務

課
人
事
係
へ
送
付

新採用職員の辞令交付式

消
防
職
員

採
用
予
定
人
員
消
防
吏
貝
1
人

受
験
資
格
昭
和
4
2
年
4
月
2
‐

　

か
ら
昭
和
5
0
年
4
月
1
‐
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程
一
次
試
験
（
教
養
試

　

験
・
適
正
検
杏
・
作
文
試
験
）

　

＝
9
月
2
0
‐
⑥
午
前
9
時
か
ら

　

大
野
高
校
二
次
試
験
（
‐
述

　

試
験
・
身
体
・
体
力
検
査
）
＝

　

1
0
月
下
旬

受
付
期
間
8
月
1
0
‐
⑥
か
ら
8

　

月
1
9
‐
④
ま
で
（
郵
送
は
1
9
‐

　

の
消
印
ま
で
有
効
）

申
込
方
法
大
野
地
区
消
防
本
部

　

総
務
課
に
あ
る
所
定
の
申
込
川

　

紙
に
写
真
を
張
っ
て
提
出
、
郵

　

便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る
場

　

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

　

川
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

　

書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し
て

　

6
2
円
切
手
を
張
っ
た
返
信
川
封

　

筒
を
同
封
の
卜
、
〒
9
1
2
福
井
県

　

人
野
市
人
神
町
－
一
大
野
地

　

区
消
防
本
部
総
務
課
へ
送
付

絶
対
や
め
て
I
・
ご
み
の
不
法
投
棄

①
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
、
ご
み
は

　

資
源
に

②
家
庭
の
ご
み
は
分
別
を
、
会
社

　

の
ご
み
は
処
理
業
者
へ

①
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
て

①
ご
み
処
理
を
正
し
く
理
解

⑤
ご
み
が
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
地

　

土
も
注
意
を

＊
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
市

　

役
所
や
保
健
所
に
連
絡
を

広域行政事務組合

職員採用試験
日時9月20日⑥午前9時から

会場奥越地域地場産業振興センター

試験内容高校卒業程度の一般教養試験

募集人員事務職1人

受験資格昭和43年4月2日から昭和50

　

年4月1日までに生まれた人

受付期間8月3日⑥～15日面まで

申込方法広域行政事務組合の申込書を

　

提出。郵便で申込書を請求する場合は

　

返信用封筒（62円切手を張ったものを）

　

同封

申込先〒911勝山市片瀬町1－402奥越

　

地域地場産業振興センター内

　

大野・勝山地区広域行政事務組合

　　

（豊88－2760）

来春開園をめざす春日保育園

ミニプール付き

　

市
立
春
日
保
育
園
の
移
転
改
築
工
事
が
、

八
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
現
在
の
施
設
は
昭

和
四
十
四
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
春
日
児
童
セ

ン
タ
ー
東
側
に
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　

総
事
業
費
は
約
七
千
五
百
九
十
万
円
で
国
・

県
か
ら
約
四
千
八
百
万
円
の
補
助
を
受
け
ま

す
。

　

建
物
は
木
造
平
屋
建
て
約

四
百
四
十
平
方
び
。
保
育
室

四
室
と
遊
戯
室
、
調
理
室
事

務
室
、
倉
庫
が
設
け
ら
れ
る

ほ
か
、
8
び
四
方
の
ミ
ニ
プ
’
－

ル
も
で
き
ま
す
。
工
事
は
八

月
か
ら
着
工
し
、
来
年
三
月

竣
工
を
予
定
し
て
お
り
四
月

か
ら
開
園
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
あ
か
ね
保
育
園

の
移
転
改
築
事
業
に
つ
い
て

も
、
早
急
に
着
手
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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詞原
（）内は得点

乾側 大野 小山 上庄 阪谷 下庄 富田

スキー － ー － － － － 一

ソフトボール
　3

（5．5）

　1

（10）

5

（3）

5

（3）

5

（3）

2

（8）

　3

（5．5）

バレーボール　　

（男子）
－
　1

（10）

　5

（3．5）

2

（8）

　3

（5．5）

　5

（3．5）

　3

（5．5）

バレーボール　　

（女子）
－
　5

（3．5）

　5

（3．5）

2

（8）

　3

（5．5）

　1

（10）

　3

（5．5）

卓球
4

（5）

　1

（10）

　5

（3．5）

　5

（3．5）

3

（6）
－

2

（8）

ゲートボール
2

（8）

　1

（10）

7

（2）

4

（5）

5

（4）

6

（3）

3

（6）

陸上（男子）
5

（4）

　1

（10）

6

（3）

2

（8）

7

（2）

3

（6）

4

（5）

陸上（女子）
6

（3）

　1

（10）

5

（4）

3

（6）

7

（2）

2

（8）

4

（5）

相撲
6

（3）

4

（5）

3

（6）

5

（4）
ー

2

（8）

　1

（10）

バドミントン － 1 4 2 － － 3

参加得点 （20） （6） （24） （12） （15） （7．5）（12）

総合順位
　6

（48．5）

　1

（74．5）

　5

（52．5）

　3

（57．5）

　7

（43）

　4

（54）

　2

（62．5）

　

第
三
十
五
回
市
民
総
合
体
育
大

会
は
六
月
二
十
八
口
、
最
後
の
種

目
と
な
る
陸
上
競
技
が
行
わ
れ
、

大
野
地
区
が
男
女
と
も
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

大
野
地
区
は
、
陸
上
競

技
の
ほ
か
に
も
四
種
目
で

優
勝
。
総
合
で
も
三
年
隷

続
優
勝
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
ス
キ
ー

競
技
が
暖
冬
で
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
各
種
の
競

技
で
熱
戦
を
展
開
。
有
終

西
小
学
校
体
育
館
で
は
今

年
か
ら
公
開
競
技
と
な
っ

た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
も

開
か
れ
ま
し
た
。

エキサイティング

スポーツ

情報

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
県
大
会

　
　

F
C
お
お
の
が
優
勝

　
　
　
　
　
　

十
二
年
ぶ
り
に
全
国
大
会
へ

　

第
ト
六
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー

県
大
会
が
六
月
ニ
ト
八
日
、
ま
る

お
か
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

場
で
行
わ
れ
、
F
C
お
お
の
が
見

事
に
優
勝
し
、
全
国
大
会
の
切
符

を
于
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
二
年
間
、
大
野
勢
が
新
人

戦
（
五
年
生
以
下
）
で
優
勝
し
な

が
ら
、
本
人
会
で
丸
岡
勢

に
涙
を
飲
ん
で
い
た
だ
け

に
関
係
者
の
喜
び
も
ひ
と

し
お
で
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
七
月
二

十
七
日
か
ら
、
東
京
・
読

売
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
、
各

県
の
代
表
チ
ー
ム
と
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

県
大
会
の
成
績

2
回
対
円
山
6
1
0

準
々
対
森
田
2
－
1

準
決
対
立
待
1
－
I

　
　
　

（
P
K
5
－
4
）

決
勝
対
平
章
2
－
0

奥越マラソン大野大会

　　　　　

参加者募集

日時10月11日⑥スタート午前10時

　

30分（雨天決行）

受付会場大野市民グラウンド

参加資格小学5年生以上（親子の部

　

は小学4年生以下）

参加費小・中学生＝400円、高校生

　

＝500円、一般・親子の部＝1000円

申込方法所定の申込用紙に参加費を

　

添えて（郵送の場合は現金書留か郵

　

便小為替で）

申込先大野市役所体育課（天神町1

　

－1S66●1111内線532）まで

申込期間8月11日⑧～9月11日②

＊種目、スタート時間は大会要項をご

　

覧ください。
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jl？、

全
国
平
均
よ
り
悪
い
市
民
の
視
カ

幼
児
の
こ
ろ
か
ら
予
防
対
策
を

　

大
野
市
の
視
カ
に
関
す
る
統
計
で
は
、
〇
・
九
以
下
の

低
視
カ
者
が
全
国
平
均
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
や
フ
ァ
ミ
コ
ン
な
ど
、
目
が
疲
れ
る
要
素
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
照
明
や
姿
勢
な
ど
の
目
に
や
さ
し
い
気
配
り

で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
幼
児
の
こ
ろ
か
ら
、
近

視
に
な
ら
な
い
環
境
づ
く
り
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
視
力
は
、
新
生
児
期

は
〇
・
〇
三
か
ら
〇
●
〇
五
ぐ
ら

い
で
す
。
生
後
六
ヵ
月
ご
ろ
に
な

る
と
〇
●
一
か
ら
〇
・
三
ま
で
急

速
に
発
達
し
、
一
・
〇
に
な
る
の

は
、
三
歳
ご
ろ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
両
眼
で
立
体
的
に
見

る
力
は
、
生
後
三
ヵ
月
ご
ろ
か
ら

発
達
し
始
め
、
九
歳
前
後
完
成
し

成
人
と
同
じ
見
え
方
に
な
る
そ
う

で
す
。励
回
勿
り
函
函
回

▼
照
明
に
気
配
り
を
二
、
三
歳

こ
ろ
か
ら
絵
本
を
見
た
り
、
テ
レ

ビ
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
、
近
視
に

注
意
が
必
要
で
す
。
照
度
は
、
普

通
の
茶
の
間
の
照
明
で
は
十
分
と

い
え
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
照
明
を

明
る
く
し
ま
し
ょ
う
。
机
上
で
は

蛍
光
灯
で
二
十
ワ
ッ
ト
以
上
の
照

度
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　

真
っ
暗
な
部
屋
で
テ
レ
ビ
を
見

た
り
、
ス
タ
ン
ド
だ
け
付
け
て
勉

強
す
る
こ
と
は
、
目
に
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
部
屋
全
体
を
明
る
く
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
姿
勢
を
よ
く
し
て
本
な
ど
を

見
る
と
き
は
、
姿
勢
を
よ
く
し
て

三
十
セ
ン
チ
以
上
離
し
て
見
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
寝
る
と
き

に
、
絵
本
を
見
せ
な
が
ら
寝
か
し

つ
け
る
こ
と
を
し
が
ち
で
す
が
、

あ
ま
り
す
す
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
子

ど
も
は
、
口
よ
り
上
の
も
の
を
見

る
調
節
器
能
が
弱
い
の
で
、
疲
れ

る
よ
う
で
す
。

　

寝
つ
こ
ろ
が
っ
た
り
、
腹
ば
い

の
姿
勢
は
、
最
も
近
視
に
な
り
や

す
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
は
、
斜
め
か
ら
で
な
く
ま
っ

す
ぐ
な
位
置
か
ら
離
れ
て
見
て
く

だ
さ
い
。

▼
時
間
を
決
め
て
テ
レ
ビ
や
フ
ァ

ミ
コ
ン
は
三
十
分
か
ら
一
時
間
見

た
ら
、
十
分
間
は
休
ま
せ
る
と
い

う
よ
う
に
規
則
正
し
く
見
ま
し
ょ

う
。
長
時
間
の
勉
強
で
の
目
の
疲

れ
は
、
遠
く
を
見
た
り
外
で
運
動

し
た
り
す
る
と
、
回
復
す
る
の
に

効
果
的
で
す
。

低視力者（視力0．9以下）の全国平均との比較（昭和61年度）

皆さんの健康づくりを後押しします●保健センター（酋65一7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
お
寸
刄

「こんなロコがついてます」

興味半分が落とし穴

アボイントメ、ント商法

　

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法
は
、
み
な
さ
ん
も
I
、
二
度

体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
電
話
な
ど
で
、
本

当
の
販
売
目
的
を
告
げ
ず
に
、
特
典
だ
け
を
強
調
し
な
が

ら
長
時
間
に
わ
た
っ
て
説
得
し
、
最
後
に
は
高
額
な
商
品

を
契
約
さ
せ
る
手
口
で
す
。
実
際
に
寄
せ
ら
れ
た
若
者
の

相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

電
話
で
時
間
と
場
所
を

　

あ
る
日
突
然
、
若
い
女
性
か
ら

の
電
話
で
「
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
る
の
で
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」

と
い
わ
れ
、
時
間
と
場
所
を
指
定

さ
れ
た
。
暇
だ
っ
た
の
で
、
約
束

の
場
所
（
旅
館
）
に
行
っ
た
。

　

「
会
員
に
な
る
と
、
特
典
と
し
て

国
内
・
海
外
旅
行
が
安
く
な
り
、

旅
館
や
ホ
テ
ル
の
割
り
引
き
も
あ

る
。
デ
パ
ー
ト
で
の
買
い
物
も
十

％
以
上
値
引
き
さ
れ
、
電
気
製
品

も
安
く
買
え
る
。
支
払
い
は
四
年

間
で
、
支
払
い
後
も
サ
ー
ビ
ス
は

受
け
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
た
。

　

そ
の
う
ち
「
海
外
旅
行
に
行
く

な
ら
、
英
会
話
を
」
と
い
っ
て
、

教
材
と
し
て
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、

デ
ッ
キ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
買
う

よ
う
勧
め
ら
れ
た
。
た
め
ら
っ
て

い
る
と
「
月
々
一
万
五
千
円
で
、

旅
行
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
家
族
も

受
け
ら
れ
る
し
、
こ
の
よ
う
な
チ
ャ

ン
ス
は
二
度
と
こ
な
い
」
と
迫
ら

れ
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
商
法
は
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
商
法
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す

「
あ
な
た
だ
け
特
別
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
」
「
海
外
旅
行
に
安
く
行

け
る
」
な
ど
の
特
典
を
強
調
し
な

が
ら
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
説
得

し
て
契
約
さ
せ
ま
す
。

被
害
に

　
　

あ
わ
な
い
た
め
に

①
知
ら
な
い
人
か
ら
、
は
が
き
や

　

電
話
で
呼
び
出
さ
れ
て
も
行
か

　

な
い
こ
と
。

②
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
呑
ま
れ
て

　

契
約
し
な
い
。
支
払
う
額
と
自

　

分
に
と
っ
て
の
商
品
価
値
を
十

　

分
検
討
す
る
。

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
場
合
は
、
長
期

　

間
継
続
す
る
惜
金
で
あ
る
こ
と

　

を
考
え
、
支
払
い
能
力
が
あ
る

　

か
慎
重
に
考
え
る
。

④
契
約
す
る
場
合
は
、
販
売
員
の

　

目
頭
説
明
だ
け
で
な
く
、
契
約

　

書
で
し
っ
か
り
確
認
す
る
。

　

不
本
意
に
契
約
し
て
し
ま
っ
た

場
合
や
契
約
内
容
に
不
安
が
生
じ

た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ

に
よ
る
契
約
解
除
が
で
き
ま
す
。

　

興
味
半
分
に
で
か
け
る
と
、
大

半
の
人
は
、
巧
妙
な
手
口
に
引
っ

か
か
り
、
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
待
っ

て
い
ま
す
。
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

男性には女性から誘いがかかる……

消費生活に関するご相務は消勢考相肺センターへ・容66－111「部制63 ｜り｜町聊iiF姑．活環境ILIμpl9，／
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一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

わあ気持ちが悪い

＜るー・泄登場 ゆうゆう会

と
ね
き
沢
公
園
を
シ
ョ
ウ
ブ
の
花
園
に

　

右
近
次
郎
団
地
東
側
を
国
道
一

五
八
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
百
び
ほ
ど

南
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
「
と
ね
き

沢
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
五

十
九
年
に
、
市
が
県
の
補
助
を
受

け
て
造
っ
た
白
然
公
園
で
、
広
さ

は
約
七
千
五
百
平
方
μ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
公
園
の
清
掃
奉
仕
を
続
け

て
い
る
の
が
「
ゆ
う
ゆ
う
会
」
の

み
な
さ
ん
で
す
。
公
園
が
で
き
た

当
時
は
、
か
な
り
の
シ
ョ
ウ
ブ
が

咲
い
て
い
ま
し
た
。
年
々
退
化
し

て
い
く
姿
を
見
た
春
日
野
地
区
の

お
年
寄
り
が
、
公
園
の
シ
ョ
ウ
ブ

を
守
り
、
お
互
い
の
親
睦
も
深
め

よ
う
と
奉
仕
活
動
を
開
始
。
平
成

二
年
に
会
が
正
式
に
発
足
し
、
現

在
の
会
員
は
ト
人
で
す
。

　

作
業
は
、
積
雪
期
間
を
除
く
毎

月
五
日
と
ト
五
日
の
早
朝
に
行
い

ま
す
。
こ
の
公
園
の
メ
イ
ン
は
な

ん
と
い
っ
て
も
シ
ョ
ウ
ブ
で
す
。

毎
年
、
少
し
ず
つ
株
分
け
し
て
増

や
し
、
肥
料
を
施
し
た
成
果
が
現

れ
、
六
月
に
は
見
事
な
花
が
咲
き

ま
す
。

　

会
長
を
務
め
る
下
口
与
市
さ
ん

は
「
ち
ょ
っ
と
よ
い
こ
と
し
て
み

よ
う
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
つ
も
り
で
始
め
た
ん

で
す
。
広
い
公
園
の
清
掃

は
、
高
齢
者
に
は
大
変
で

す
が
、
幼
稚
園
や
保
育
所

の
子
供
が
ハ
イ
キ
ン
グ
に

来
て
く
れ
る
の
で
や
り
が

い
が
あ
る
ん
で
す
よ
」
と

に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

以
前
は
、
わ
き
水
も
豊

富
で
立
派
な
池
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
干
上
が
っ

て
い
ま
す
。
会
員
か
ら
は

池
に
水
が
入
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
上

が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

将
来
は
、
こ
の
公
園
で

シ
ョ
ウ
ブ
ま
つ
り
を
開
催
し
て
、

花
の
観
賞
会
や
野
立
て
を
す
る
の

が
、
会
員
の
夢
だ
そ
う
で
す
。

　

会
で
は
、
い
っ
し
よ
に
清
掃
奉

仕
活
動
を
す
る
仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
入
会
希
望
者
は
下
目
さ

ん
（
豊
6
6
・
0
4
1
8
）
ま
で
。

ヤングコーナー

’92ヤングフェスティバル

　

8月15日（土）
市民グラウンド

　　　

・ダンス大会・

・スーパーバトルメイズ・

　　　

・花火大会・

主催大野青年連絡会

　

大
野
青
年
連
絡
会
は
、
若
者
が

少
し
で
も
活
性
化
す
る
よ
う
に
と

昭
和
六
ト
二
年
か
ら
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

個
々
の
サ
ー
ク
ル
で
は
で
き
な

い
何
か
を
と
始
め
た
の
が
、
ヤ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
し
た
。
今

年
も
、
八
月
ト
五
目
に
市
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
ダ
ン
ス
大
会
、
ス
ー

パ
ー
バ
ト
ル
メ
イ
ズ
、
花
火
大
会

を
f
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
企
画
は
、
夜
に
会
貝

同
志
で
練
り
L
げ
ま
す
が
、
若
者

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
が
な

い
た
め
、
昨
年
か
ら
青
年
会
館
建

設
の
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。
条
件

付
き
な
が
ら
市
議
会
で
採
択
さ
れ

一
歩
前
進
し
て
い
ま
す
。
大
野
青

年
連
絡
会
で
は
、
今
後
も
若
者
の

本
音
が
I
丿
一
［
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
会
や
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
関
心
の
あ
る
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
市
社
会
教
育
課
ま
で
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湯
の
谷
の
温
泉
ど
う
活
用
す
る
の

ひ心工‘工y工工法］

　

前
に
、
湯
の
谷
で

温
泉
が
湧
き
出
た
と

い
う
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。
「
勝
山
市
や
和
泉
村
、
美

山
町
な
ど
で
は
、
市
民
の
休
養
地

と
し
て
公
営
の
温
泉
が
出
来
て
い

る
の
に
大
野
は
残
念
だ
な
あ
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
に
、
私
た
ち
は

期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
温
泉
情
報

は
市
報
に
一
回
載
せ
ら
れ
た
だ
け

で
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
さ
っ

ぱ
り
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

か
な
り
の
経
費
を
か
け
て
試
掘

さ
れ
た
の
に
、
尻
切
れ
と
ん
ぼ
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
井
戸

端
会
議
の
話
題
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
の
進
展
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

F白聊

1俵卜77しドペデ‥……推

混。。了琵し

　

温
泉
が
湧
出
し
た

湯
の
谷
地
区
は
、
奥

越
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開

発
の
エ
リ
ア
内
に
あ
り
ま
す
。
第

三
次
市
総
合
計
画
で
も
、
重
要
な

資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

温
泉
掘
削
以
来
、
温
泉
開
発
基

本
計
画
を
作
成
し
て
利
用
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
リ
ゾ
ー
ト

計
画
の
推
移
や
施
設
の
規
模
な
ど

の
問
題
点
も
あ
り
、
各
方
面
か
ら

の
ご
意
見
も
承
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
元
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
地
の
利
を
活
か
せ
る
よ

う
に
、
施
設
の
配
置
や
内
容
、
規

模
な
ど
を
計
画
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
温
泉
を
活

か
し
た
開
発
で
す
か
ら
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
保
養
施
設
に
、

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
要

素
を
加
味
し
た
設
備
も
考
慮
し
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
、
公
的
機
関
の
保

養
施
設
や
民
間
企
業
に
よ
る
施
設

の
誘
致
に
も
対
処
し
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
隣
接
市
町
村
に
遅

れ
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の

活
性
化
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
施

設
建
設
に
向
け
て
全
力
を
あ
げ
て

い
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

（
商
工
観
光
課
長
羽
生
悦
夫
）

顛声涙証

「
社
会
福
祉
士
」
の
資
格
を
取
得
し
た

水
－
π
敏
博
さ
ん
（
4
0
歳
・
大
野
荘
）

広
瀬
妙
子
さ
ん
（
3
7
歳
・
聖
和
園
）

坂
本
一
一
久
さ
ん
（
3
4
歳
…
和
光
園
）

　
　

「
社
会
福
祉
士
」
は
、
昭
和
六

十
二
年
に
確
立
さ
れ
た
わ
が
国
最

初
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
社

会
福
祉
専
門
職
）
に
関
す
る
資
格

制
度
で
す
。

　

大
野
市
内
の
福
祉
施
設
で
長
年

勤
務
し
て
い
る
水
元
さ
ん
、
広
瀬

さ
ん
、
坂
本
さ
ん
の
三
人
は
、
市

内
で
最
初
の
社
会
福
祉
士
の
資
格

を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
水
元
さ
ん

と
広
瀬
さ
ん
は
、
養
成
機
関
の
通

信
教
育
で
、
坂
本
さ
ん
は
休
職
し

て
専
門
学
校
へ
入
校
し
て
受
験
資

格
を
取
得
。
今
春
の
国
家
試
験
で

合
格
し
た
も
の
で
す
。

　

水
元
さ
ん
は
「
こ
の
仕
事
は
、

対
人
関
係
が
大
事
で
す
。
今
は
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
養
成
講
座
を
受
け

て
い
る
ん
で
す
」
と
意
欲
的
に
。

広
瀬
さ
ん
は
「
看
護
婦
さ
ん
や
栄

養
士
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た

ち
も
資
格
が
出
来
て
一
人
前
に
な
っ

た
み
た
い
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
大
野
東

高
の
外
来
講
師
も
務
め
る
坂
本
さ

ん
は
「
医
療
機
関
と
連
携
し
て
よ

り
暮
ら
し
や
す
い
施
設
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
今
後
の
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
今
、
社

会
福
祉
士
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

お
り
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
暑
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

…
手
づ
く
り
み
こ
し

　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト

　

大
野
青
年
会
議
所
で
は
、
お

お
の
城
ま
つ
り
二
十
五
周
年
特

別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
手
づ
く

り
み
こ
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
行

い
ま
す
。

日
時
8
月
K
日
足
午
後
4

　

時
3
0
分
～
6
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
六
問
大
通
り

対
象
市
民
な
ら
ど
な
た
で
も

　
　

二
団
体
2
人
以
L
）

部
門
大
人
の
部
、
子
供
の
部

作
品
の
内
容
手
づ
く
り
で
製

　

作
（
大
き
さ
、
材
質
、
テ
ー

　

マ
は
自
山
）

審
査
方
法
で
き
ば
え
披
露
と

　

練
り
歩
き
（
六
間
大
通
り
）

賞
最
優
秀
賞
（
賞
金
1
0
万
円
）

　

優
秀
賞
、
特
別
賞
、
参
加
賞

締
切
8
月
8
日
①

受
付
大
野
青
年
会
議
所
（
天

　

神
町
I
－
1
9
大
野
有
終
会
館

　

内
容
6
6
・
1
2
3
3
）
ま
で



真
名
川
で
若
鮎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

6
月
2
1
日
、
若
鮎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
真
名
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
で
開
か
れ

ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
曇
空
で
し
た
が
、
ウ
ナ
ギ
や
ニ
ジ
マ
ス
な
ど
の
つ
か
み

取
り
に
は
、
大
勢
の
チ
ビ
ッ
コ
が
参
加
。
水
し
ぶ
き
と
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
釣
り
大
会
の
大
物
賞
は
臼
井
栄
治
さ
ん
（
9
9
一
・
8
竹
下
唯
野
）
、
大
量
賞

　

（
決
勝
）
は
黒
川
芳
信
さ
ん
介
］
匹
・
春
日
）
で
し
た
。

「ここで泳がないで」

遊泳禁止の看板設置

　

夏
休
み
を
前
に
、
市
学
校
補
導
連

絡
協
議
会
で
は
、
九
頭
竜
川
や
真
名

川
の
遊
泳
禁
止
区
域
五
ヵ
所
に
立
て

看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
6
月
2
3
日
、

関
係
者
ら
2
0
人
が
2
班
に
分
か
れ
、

設
置
筒
所
周
辺
の
草
刈
を
し
て
目
に

つ
く
場
所
に
取
り
付
け
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
、
事
故
は
起
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
を
休
み
期
間
中
に
悲
し
い
事
故

が
起
き
な
い
よ
う
、
み
ん
で
注
意
し

た
い
も
の
で
す
。

小山小の児童と父母らが

メタセコイヤを移植

　

小
山
小
学
校
で
、
全
校
生
徒
が
父

母
と
い
っ
し
ょ
に
、
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ

を
移
植
し
ま
し
た
。
2
年
前
か
ら
砂

漠
化
か
進
む
地
球
の
緑
化
推
進
に
と

鳥
取
大
学
の
遠
山
名
誉
教
授
の
指
導

で
栽
培
。
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
容
器

で
育
て
た
挿
し
苗
3
0
0
本
を
畑
に
植
え

ま
し
た
。
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
は
約
2
0
年

で
幹
回
り
が
‥
心
m
に
も
な
る
巨
木
。

将
来
は
、
砂
漠
化
か
進
む
ア
フ
リ
カ

に
送
る
の
が
夢
だ
そ
う
で
す
。

三番通りに
自衛隊大野募集事務所

　

3番通りと石灯寵の交差点にモダン

な建物が完成しました。自衛隊大野募

集事務所です。7月2日、山内市長ら

が出席して開所式が行われました。事

務所の規模は39．6平方似で、5人の職

員が任務を遂行します。現在、大野市

出身で自衛隊に入隊している人は、全

部で107人（陸76・海15・空16）いる

そうです。

洒。mimmmmi。

異常気象のいたずら
双子ナスと三つ子イモ

　

ジャガイモが3つ連なったり、ナス

が二股で出来たりと、おもしろい形を

した野菜が、上松博道さん（中野）の

畑から収穫されました。双子ナスは、

栄養過多や低温障害などが原因で、と

きどき見られるそうです。農業技術員

の話では、ジャガイモが連なるのは、

今春が80年ぶりの日照不足だったこと

が原囚とのことでした。

S弓（恥包湯



包遇（恥言湯
市
青
少
年
健
全

育
成
推
進
大
会

心
豊
か
な
育
成
を
願
う
市
民
で
満
員

　

7
月
H
‐
、
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
が
有
終
会
館
で
開
か
れ
、
大
勢

の
市
民
が
参
加
、
啓
発
標
語
入
選
者
の
表
彰
や
3
人
の
小
中
学
生
に
よ
る
少
年

の
主
張
な
ど
に
続
い
て
記
念
講
演
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
漫
ま
画
家
・
富

永
一
朗
さ
ん
の
苫
労
話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
か
こ

「ミスおおの」の夏服

　

新合繊で活動的に

　

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
の
ロ
ン
グ

ジ
ャ
ヶ
ヴ
ト
に
純
自
の
ミ
ニ
プ
リ
ス

カ
ー
ト
、
今
年
の
「
ミ
ス
お
お
の
L

の
夏
服
が
7
川
1
1
‐
に
発
衣
さ
れ
ま

し
た
。
制
服
は
毎
年
、
大
野
織
物
工

業
協
同
糾
八
‥
が
、
夏
川
と
冬
川
を
寄

贈
し
て
い
ま
す
、
デ
ザ
イ
ン
は
、
福

井
女
子
専
門
学
校
の
今
井
登
美
子
校

長
が
担
当
、
今
回
の
夏
服
は
、
新
〈
‥

繊
を
使
川
し
て
い
る
た
め
軽
く
て
き

ら
さ
ら
し
て
い
る
と
、
シ
ン
デ
レ
ラ

も
大
a
‥
ぴ
で
し
た
、

手際よい救助を競う

　

東近畿大会に出場

　

人
野
消
防
署
の
朝
‐
弘
幸
消
防
L

長
ら
1
0
人
が
、
京
都
市
で
行
わ
れ
た

消
防
救
助
技
術
東
近
畿
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
6
月
に
行
わ
れ
た
県
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
納
め
県
代
表
に
。

競
技
は
、
「
引
き
上
げ
救
助
」
「
ほ
ふ
く

救
助
」
「
は
し
ご
登
は
ん
」
な
ど
で
。

い
ず
れ
も
過
酷
で
冷
静
な
判
断
が
必

要
。
特
訓
を
重
上
ね
る
署
H
に
山
内
市

長
も
職
務
の
八
‥
間
を
ぬ
っ
て
激
励
に

訪
れ
ま
し
た
。

就職希望の高校生が

　

地元企業の職場見学

　

来春、就職を希望している高校生の

職場見学が、7月9日から始まりまし

た。今のところ、卒業嗇の約40％にあ

たる約430人が就職を希望しています

が、奥越の企業の求人数は約800人と

みられ、引き続ききびしい求人難。鳥

校生らは、訪問先の企業でパンフレヽツ

トなどを見ながら説明を受けた後、熱

心に工場内を見学していましたい

身近な話題をお知らせください。

東高校の全生徒が

国道などで空き缶拾い

　

文部省の本仕体験学習校に指定され

ている人野束高の全生徒が、国道沿い

や通学路の清掃本什活動を実施。7｝＼

10日、クラス、ごとに割り当てられた地

点へ自転車で向かい、ビニール袋を下

げながら空き缶やごみなどを川収しま

した。約2時間の作業でどの生徒の袋

もいっぱい。予想以上のごみの多さに

驚いていました。



お
知
ら
せ

1じ月

・
建
設
業
で
働
く
人
の

　
　

退
職
金
共
済
制
度

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人
の
た

め
に
、
国
が
作
っ
た
「
建
設
業
退

職
金
共
済
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

建
設
業
を
営
む
事
業
主
が
、
作
業

員
の
た
め
に
掛
け
金
を
し
て
退
職

金
を
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
県
内
で
は
千
七
百
余
り

の
事
業
所
が
こ
の
制
度
に
加
人
し

て
い
ま
す
。
作
業
員
な
ど
が
稼
動

を
や
め
た
と
き
に
退
職
金
を
受
け

取
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
に

九
千
四
百
八
十
八
人
が
受
給
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
業
退
職

金
共
済
組
合
福
井
県
支
部
（
福
井

市
御
幸
3
－
1
0
－
1
5
建
設
会
館
内

　

容
0
7
7
″
h
u
・
2
4
・
I
I
（
M
）
4
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
入
国
警
備
官
採
用
試
験

日
時
1
0
月
4
日
⑥
（
第
1
次
試

　

験
）
、
5
日
⑥
（
第
2
次
試
験
）

　

午
前
9
時
よ
り

会
場
名
古
屋
市

採
用
人
員
約
1
0
0
人

受
験
資
格
昭
和
4
4
年
4
月
2
日

　

～
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
生
ま
れ

　

の
人

試
験
内
容
第
1
次
＝
教
養
、
作

　

文
（
高
校
卒
業
程
度
）
第
2
次

　

＝
人
物
試
験
、
身
体
検
査
な
ど

申
込
用
紙
の
請
求
封
筒
の
表
に

　
　

「
入
警
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

　

1
2
0
円
切
手
を
張
っ
た
あ
て
先
明

　

記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
、

　

人
事
院
中
部
事
務
局
（
〒
4
6
0
名

　

古
屋
市
中
区
三
の
丸
2
－
5
－

　

I
容
0
5
2
・
9
6
1
・
6
8
3
8
）

　

ま
で

・
広
域
行
政
バ
ス
の

　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
で
は
、
奥
越
の
公
共
施
設

や
観
光
施
設
、
産
業
振
興
施
設
な

ど
を
住
民
に
紹
介
す
る
広
域
行
政

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

日
時
8
月
2
5
日
⑧

コ
ー
ス
A
＝
大
野
市
役
所
発

　
　

（
8
時
3
0
分
）
B
＝
勝
山
市
役

　

所
発
（
同
）
C
＝
九
頭
竜
湖
駅

　

発
（
8
時
1
0
分
∇

訪
問
先
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　

～
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
土
野
～
勝
山

　

城
博
物
館
～
前
坂
家
族
旅
行
村

　

～
ま
い
茸
工
場
～
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

ラ
ン
ド
中
竜

対
象
奥
越
に
在
住
す
る
小
・
中

　

学
生
・
高
校
生
∴
般

参
加
費
大
人
＝
1
0
0
0
円
、

　

高
校
生
以
下
＝
7
0
0
円
（
入

　

場
料
・
弁
当
代
ほ
か
）

募
集
人
員
先
着
1
6
0
人

締
切
8
月
1
8
日
⑧

応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
コ
ー

　

ス
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

　

話
番
号
を
明
記

送
付
先
〒
m
勝
山
市
片
瀬
町
I

　

T
目
4
0
2
番
地
奥
越
地
域
地
場

　

産
セ
ン
タ
ー
内
「
大
野
・
勝
山

　

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

・
実
用
習
字
講
座

日
時
9
月
4
日
か
ら
H
月
2
7
日

　

の
毎
週
金
曜
日
（
1
3
回
）

会
場
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー

内
容
小
筆
を
使
っ
た
日
常
の
表

　

書
き
や
年
賀
状

定
員
先
着
2
0
人

受
講
料
2
0
0
0
円

申
込
方
法
大
野
地
域
職
業
訓
練

　

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話

　

で
（
中
挟
1
丁
目
1
6
0
1
－

　

I
豊
6
5
・
″
h
λ
δ
4
0
）

・
自
衛
消
防
2
フ
ブ

　
　
　
　

操
法
競
技
会

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
事

業
所
や
婦
人
の
自
衛
消
防
隊
を
対

象
に
、
消
火
器
な
ど
の
操
法
競
技

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン
に

よ
る
濃
煙
通
過
や
消
火
実
験
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
8
月
2
3
日
⑥
午
後
0
時

　

3
0
分
か
ら
（
雨
天
の
場
合
は
8

　

月
3
0
日
）

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天

　

の
場
合
は
開
成
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

競
技
種
目
消
火
器
操
法
・
屋
内

　

消
火
栓
操
法
・
軽
可
搬
小
型
ポ

　

ン
プ
操
法
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法

・
刑
務
官
採
用
試
験

願
書
受
付
8
月
2
1
日
②
～
9
月

　

3
日
④

受
験
資
格
昭
和
3
8
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
高
校
卒

　

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
人

試
験
日
時
1
0
月
1
1
日
⑥
午
前
9

　

時
か
ら

願
書
請
求
先
福
井
刑
務
所
庶
務

　

課
（
〒
m
福
井
市
一
本
木
町
5
2

　

S
0
7
7
″
h
y
・
3
6
・
C
O
C
M
C
M
l
O
）

　

ま
で

交通
安全
‘
一
一
’
．
y
ク

ｙ
水
t
y
卜

レ
ジ
ャ
ー
計
画
は

ゆ
と
り
の
あ
る
も
の
に

　

六
月
は
、
市
内
で
過
去
最
悪

と
な
る
三
件
四
名
の
交
通
死
亡

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
一
件

は
若
者
の
無
謀
運
転
。
残
り
の

二
件
は
過
労
運
転
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

夏
休
み
は
、
家
族
や
グ
ル
ー

プ
で
レ
ジ
ャ
ー
に
で
か
け
る
機

会
が
多
く
な
り
、
交
通
事
故
も

多
発
し
ま
す
。
次
の
点
に
気
を

付
け
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

①
出
発
し
て
か
ら
三
十
分
以
内

に
事
故
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

＝
浮
か
れ
気
分
や
慣
れ
の
感
覚

か
ら
油
断
し
な
い
印
っ
っ
か
り

見
落
と
し
事
故
が
多
い
＝
単
調

な
漫
然
運
転
や
一
点
注
視
の
覚

低
走
行
は
し
な
い
⑧
過
労
事
故

が
多
い
＝
無
理
な
レ
ジ
ャ
ー
計

画
は
立
て
な
い

　

楽
し
い
は
ず
の
レ
ジ
ャ
ー
や

旅
行
も
、
交
通
事
故
は
一
瞬
に

し
て
奪
い
去
っ
て
し
ま
い
、
本

人
だ
け
で
な
く
家
族
や
友
人
ま

で
も
巻
き
込
ん
だ
悲
惨
な
結
末

に
な
り
ま
す
。
計
画
は
、
十
分

下
調
べ
を
し
て
時
間
に
ゆ
と
り

の
あ
る
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ

い
。
無
事
故
で
帰
宅
で
き
て
こ

そ
、
楽
し
い
思
い
出
が
残
る
の

で
す
か
ら
。
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●
自
衛
官
（
2
等
陸
・
海
・

　

空
士
）
を
募
集

応
募
資
格
来
春
高
校
卒
業
予
定

　

者
お
よ
び
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満

　

の
健
全
な
男
子

身
分
特
別
職
国
家
公
務
員
、
2

　

等
陸
・
海
●
空
士
と
し
て
採
用

給
与
月
額
1
4
万
2
8
0
0
円
ボ
ー

　

ナ
ス
5
・
4
5
ヵ
月
分
、
勤
続
報

　

奨
金
2
年
ご
と
に
3
・
3
ヵ
月

　

分
衣
食
住
被
服
・
寝
具
は
貸
与

　

食
事
・
宿
舎
費
は
無
料

連
絡
先
自
衛
隊
大
野
募
集
事
務

　

所
（
本
町
6
1
2
7
豊
6
5
・
6

　

3
2
5
）

●
父
子
家
庭
の
医
療
費
を

　

助
成
し
ま
す

　

1
8
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
子
家
庭
（
学
校
教
育
法
に

よ
る
学
校
在
学
中
の
場
合
は
、
1
8

歳
に
達
し
た
年
度
の
3
月
3
1
日
ま

で
）
の
父
と
子
の
医
療
費
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
な
ど

の
各
種
社
会
保
険
の
一
部
負
担
金

を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
た
だ
し

児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
所
得
制

度
の
限
度
内
の
方
に
限
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市
福
祉

事
務
所
児
童
係
（
容
6
6
・
1
1
1

1
内
線
4
7
5
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
終
戦
当
時
、
税
関
な
ど

　

へ
預
け
た
通
貨
返
し
ま
す

　

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
地
の
税

関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨

や
証
券
、
あ
る
い
は
外
地
の
集
結

地
で
、
総
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら

れ
た
証
券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に

送
り
返
さ
れ
た
も
の
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

　

お
申
し
出
は
、
本
人
だ
け
で
な

く
家
族
の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

心
当
た
り
の
方
は
、
敦
賀
税
関
支

署
福
井
出
張
所
（
〒
m
福
井
市
豊

島
2
丁
目
6
－
3
6
a
0
7
7
6
・

9
9
・
1
8
3
2
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
大
野
子
ど
も
劇
場

児
童
劇

　

「
地
べ
た
っ
こ
さ
ま
や
あ
I
い
」

日
時
8
月
2
9
日
⑥
午
後
6
時

　

開
場
・
午
後
6
時
3
0
分
開
演

会
場
市
民
会
館
（
鳳
凰
の
間
）

対
象
小
学
校
高
学
年
向
き

上
演
劇
団
「
え
る
む
」

・
「
食
中
毒
」
に
ご
用
心

　

夏
は
食
中
毒
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

食
中
毒
を
起
こ
す
細
菌
は
、
①
温

度
（
2
5
～
3
7
）
②
時
間
（
調
理
後

3
時
間
）
③
栄
養
・
水
分
（
食
べ

物
、
汚
れ
）
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
増
殖
し
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
守
っ
て
、
食
中
毒

を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
食
べ
物
は
清
潔
に
取
り
扱
う

▼
食
べ
物
は
手
早
く
調
理
し
、
早

　

く
食
べ
る

▼
な
ま
も
の
を
食
べ
る
こ
と
は
な

　

る
べ
く
避
け
、
調
理
後
の
食
べ

　

物
は
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る

・
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱

　
　
　

保
有
者
の
講
習
会

　

県
水
仙
友
の
会
で
は
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱

保
持
者
）
や
そ
の
家
族
を
対
象
に

講
習
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
8
月
1
2
日
④
午
前
1
1
一
時

　

～
午
後
3
時

会
場
社
会
保
険
勝
山
病
院

内
容
療
養
相
談
、
舗
装
具
の
説

　

明
、
新
器
具
の
紹
介
な
ど

連
絡
先
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　

福
井
県
支
部
・
県
水
仙
友
の
会

　

（
福
井
市
二
の
宮
1
－
2
1
2
9

　

a
0
7
7
β
り
・
2
2
・
c
o
c
o
C
J
l
C
T
l
）

地
域
で
購
入
す
る

小
型
除
雪
車
に
補
助
金

　

冬
期
間
、
児
童
や
生
徒
、
そ

の
他
の
歩
行
者
の
安
全
の
た
め

町
内
会
な
ど
が
、
歩
道
の
除
雪

を
目
的
に
購
入
す
る
小
型
除
雪

車
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す

対
象
機
械
小
型
除
雪
車
（
8

　

～
1
5
馬
力
）
お
よ
び
ア
タ
ッ

　

チ
メ
ン
ト
（
ト
ラ
ク
タ
ー
に

　

装
置
の
バ
ケ
ッ
ト
な
ど
）

補
助
串
県
と
市
で
3
分
の
2

相
談
窓
口
大
野
市
役
所
建
設

　

課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

3
4
3
）

飯降山頂の十一面観音

ふもとの新築拝殿で御開帳

　

古くから山岳信仰の山として、

御岳山の愛称で市民に親しまれて

いる飯降山。登山口から約160政

のところにある拝殿が、このほど

新築されました。飯降神社を管理

している飯降区では、山頂の奥の

宮から十一面観音を新築した拝殿

に移し、三十三年の御開帳を行い

ます。

　

標高884似の飯降山は、泰澄大

師が開山したといわれ、山頂は白

山遥拝の地であったとされていま

す。奥の宮には、白山山頂と同じ

ように、十一面観音・阿弥陀如来●

聖観音が安置されています。

　

御開帳は、8月15・16－17日の3

日間です。拝殿は、飯降地区の登

山口から10分足らずです。
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エ
キ
サ
イ
ト
広
場
相
撲
場

　

大
野
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
総
合
体
育
施
設

は
、
こ
の
春
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
し
、
外

ま
わ
り
の
芝
生
や
樹
木
そ
し
て
駐
車
場
な
ど

も
す
っ
か
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
階
に
は
相
撲
場
が
あ
り
ま
す
が
、
湊
川

親
方
（
元
大
徹
）
は
、
本
格
的
で
す
ば
ら
し

い
施
設
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
正
面
に
は

山
崎
灘
青
先
生
の
書
か
れ
た
「
心
技
体
」
の

額
が
あ
り
ま
す
。
吏
衣
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
、

ま
わ
し
や
砂
の
入
っ
た
部
屋
も
あ
り
、
こ
の

春
に
は
、
野
外
の
土
俵
も
で
き
ま
し
た
、
八

月
九
日
に
は
、
県
体
の
相
撲
競
技
が
こ
こ
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
福
片
農
林

高
校
や
福
井
高
校
が
合
宿
し
ま
す
。

　

六
月
ト
四
日
に
は
、
大
野
青
年
会
議
所
と

大
野
市
相
撲
連
盟
が
主
催
し
て
「
わ
ん
ぱ
く

相
撲
大
野
場
所
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
小
学
佼
四
・
五
・
六
年
生
の
個
人

戦
卜
－
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
参
加
選

手
は
百
九
ト
ー
人
と
昨
年
を
大
幅
に
上
回
り

ま
し
た
。
優
勝
し
た
畑
中
実
紀
夫
君
（
小
山
・

四
年
）
、
寺
西
篤
志
君
（
有
終
束
・
丘
年
）
、

谷
口
英
幸
君
（
有
終
西
・
六
年
）
が
七
月
二

ト
六
日
、
国
技
館
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
に
は
い
ろ
い
ろ
な
競
技

施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
相
撲
場
の
利
用
は
ト

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
野
巾
相
撲
連
盟
は

子
ど
も
た
ち
に
相
撲
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
こ
の
春
、
各
小
学
校
に
簡
易
h
俵
を
贈
り

ま
し
た
。

　

二
所
の
関
親
方
が
、
「
合
宿
に
は
も
っ
て
こ

い
だ
」
と
太
鼓
判
を
押
し
た
立
派
な
相
撲
場
。

児
童
生
徒
や
一
般
市
民
に
、
も
っ
と
愛
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

市民のうごき

7月1日現在 前月比

世帯数 11，277世帯 O世帯

41，919人 －5入

人目 リj 20，054人 －5人

女 21，865人 O人

4Jj中の異動
転入 58入 出生 41人

転出 67人 死亡 37人

市内の交通事故状況（年頭からの計）

件数内訳
平成4年　

6月末

平成3年　

6月末
増減

総件数 230件 213件 十17件

人
身

事
故

件数 67件 54件 十13件

死者 5人 O人 十5人

傷者 95人 68人 十27人

物損事故 163件 139件 十4件

表
紙
の
こ
と
ば

　

真
名
川
ダ
ム
上
流
に
完
成
し

た
麻
那
姫
像
の
除
幕
式
が
、
7

月
1
7
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
干

ば
つ
か
ら
村
人
を
救
う
た
め
、

竜
神
に
身
を
さ
さ
げ
た
と
い
う

伝
説
と
あ
っ
て
、
こ
の
日
は
大

雨
に
。
右
手
は
救
済
の
手
を
差

し
伸
べ
、
左
手
は
願
い
を
受
け

と
め
る
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

編
集
後
記

　

死
亡
事
故
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
先
日
も
サ
ッ
カ
ー
少
年
が

犠
牲
に
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
関
係
者
に
も
大
き
な
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。
車
社
会
の
今
日
、

事
故
が
起
き
る
要
素
は
多
く
避

け
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
自
由
を
束
縛
し

な
い
よ
う
前
向
き
な
対
応
策
を

検
討
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

1民見i弓・

　

い
よ
い
よ
九
月
か
ら

明
治
以
降
行
わ
れ
て
き

た
「
学
校
六
日
制
」
が

改
め
ら
れ
、
毎
月
の
第

二
土
曜
日
を
全
国
一
斉

に
学
校
の
休
業
日
と
す

る
「
週
丘
目
制
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
▼
土
曜
休

業
は
、
家
庭
で
す
る
こ
と
、
家
庭
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
、
地
域
で
や
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
親
や
地
域
の
人
た
ち
で
責
任
を
持
っ
て
1
4

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ

＆
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
子
ど
も
の
教
育
は
学

校
任
せ
、
塾
任
せ
と
い
う
発
想
を
考
え
直
す
絶

好
の
機
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
休
み
を
増
や

し
、
生
活
に
ゆ
と
り
を
も
た
せ
よ
う
と
い
う
意

図
は
、
口
う
る
さ
く
指
示
し
た
り
、
与
え
て
や

ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
考
え
て
実

行
す
る
こ
と
を
垂
視
し
て
い
る
▼
し
か
し
な
が

ら
、
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
の
み
行
動
し
て

き
た
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
多
様
な
家
庭
教
育

佼
外
活
動
の
活
性
化
を
ね
ら
っ
た
選
択
肢
が
用

意
さ
れ
な
く
て
は
、
動
き
出
せ
な
い
か
も
し
れ

な
い
▼
文
部
省
で
は
こ
う
し
た
こ
と
を
斤
測
し

て
か
、
生
活
事
例
叫
を
刊
行
し
た
。
①
親
斤
交

流
活
動
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
③
文
化
活
動
①

ふ
る
x
ヽ
片
ゝ
学
が
⑤
体
験
学
習
⑥
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
六
項
目
に
分
か
れ
て
い
る

た
と
え
ば
親
子
交
流
活
動
で
は
、
探
鳥
会
と
か

身
近
な
野
Q
調
在
、
ヨ
ヴ
、
読
書
ク
ラ
ブ
な
ど

を
親
斤
で
や
ろ
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
▼
子
ど

も
た
ち
に
ゆ
と
り
を
と
の
願
い
は
、
今
や
っ
と

そ
の
扉
が
開
き
か
け
た
の
で
あ
る
。
事
例
集
を

参
考
に
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
体
験
学
習

を
着
実
に
実
行
し
、
学
校
週
丘
‐
制
を
成
功
さ

せ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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